




研究をはじめるにあたって 

 子供が発達をする過程で、親の働きかけ、育児を含めた環境要因の良し悪しが、その後

の子供の心身の発達、将来の行動に重要な影響を与えることは知られている。しかし、如

何なる環境要因が有効であるのか、また、それは乳幼児期のどの時期に与えられねばなら

ないという臨界齢を持つ刺激であるのかは明確にされていない。私共は、昭和58年より 3

年間、発達神経学の立場から自閉症の病態を研究し、その症状発現の年齢依存性を明らか

にし、さらに、動物実験の結果と合わせ、自閉症の責任病巣・責任神経系が脳幹・中脳に

位置する神経系、特に縫線核群にあり、発達に伴い上位諸神経系が関与し、それぞれ特有

め症状を惹起し自閉症の病像を形成する可能性を示唆した。今回の分担研究班では、自閉

症発現に関与する内因、環境要因を神経系のレベルで究明し、これら症状発現の臨界齢を

より明確にし、各年齢、症状に応ずる治療法の解明とともに、超早期の症状発見による予

防法の開発を行うことを目的とする。 


